NVDAでDOT PAD Xを使用する方法
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1.1. [bookmark: _Toc224042327]NVDAとDot Pad 320 or X の連携(以後、Dot Padと記載する)
NVDA（NonVisual Desktop Access）は、NV Accessが開発・配布するMicrosoft Windows用無料オープンソースのスクリーンリーダーです。視覚障害や弱視のある方々のために設計され、音声と点字による出力を提供することで、Windowsアプリケーションのシームレスな操作と管理を可能にします。NV Accessと世界的なコミュニティの貢献により開発されたNVDAは、Windows環境における主要なアクセシビリティツールです。
Dot Inc.は、NVDAスクリーンリーダーと点字ディスプレイ「Dot Pad 」のシーム
レスな連携を実現するため、NVDA用Dot Pad ドライバーを開発・提供しています。Dot Pad ドライバーをインストールし、デジタル情報を新たな効果的な方法で体験してください。NVDAとDot Pad を活用し、情報アクセシビリティの向上と作業効率の向上を実現しましょう。

1.2. [bookmark: _Toc224042328]機能概要
NVDAは、視覚障害のあるユーザーがWindowsオペレーティングシステムや各種アプリケーションを操作するためのスクリーンリーダーです。NVDA Dot Pad ドライバーは、NVDAをDot Pad に接続することで機能を強化し、従来の点字ディスプレイを
超える体験を提供する複数行表示を実現します。NVDA Dot Pad  ドライバーを
インストールすると、以下の機能が利用可能になります：
•    NVDA の起動時または実行中に Dot Pad  を自動検出・接続します。
•    異なる点字ディスプレイに接続されている場合でも、Dot Pad  への接続を切り
替えられます。
•    NVDA の出力を点字データに変換し、Dot Pad  に表示します。
•    NVDAが読み上げた画面内容を、Dot Pad の300セルマルチライン領域と
20セル領域に同時に表示します。
•    300セルマルチライン領域と20セル領域を独立して制御し、異なる内容を同時に
表示します。
•    Microsoft EcelおよびPowerPointのグラフデータをDot Pad に出力します。
•    Dot Padの表示を更新します。
•    Dot Pad のボタンキーを使用して、NVDAの基本的なナビゲーション機能を制御
し、Dot Pad 上の複数行点字やグラフデータをスクロールします。



[bookmark: _Toc224042329]1.3.　システム要件
-    オペレーティングシステム: Windows 8.1 以降（Windows 10 以降を推奨）
- 　 NVDAバージョン：NVDA 2023.4以降（NVDA 2024.1以降推奨）

[bookmark: _Toc224042330]2.　NVDAとDot Pad の併用開始ガイド
[bookmark: _Toc224042331]2.1 インストールと設定
本セクションでは、NVDAおよびNVDA Dot Pad ドライバーのインストールと実行について説明します。

[bookmark: _Toc224042332]2.1.1.　NVDAのインストール
Dot Pad でNVDAを使用するには、まずNVDAをインストールする必要があります。NVDAはNV Accessウェブサイトの「ダウンロード」ページから入手できます。NVDAのダウンロード、初期設定、実行に関する詳細な情報は、「NVDAユーザーマニュアル」を参照してください。

[bookmark: _Toc224042333]2.1.2.　NVDA Dot Pad ドライバーのインストール
NVDAをDot Pad に接続して使用するには、NVDA Dot Pad ドライバーをインストールする必要があります。以下の手順に従って、NVDA Dot Pad ドライバーファイルをインストールおよび実行してください：
1. 「NVDA Dot Pad ドライバーをダウンロード」リンク
（https://www.dotincorp.com/guide/nvda_driver）をクリックするか、以下のQRコードをスキャンして、NVDA Dot Pad ドライバーインストールファイルをダウンロードしてください。
[image: QR Code for downloading dot pad nvda add-on.]


2. NVDA Dot Pad  ドライバーインストールファイルを、実行するノートパソコン
またはコンピューターにダウンロードします。
3. NVDA バージョン 2023.4 以降が実行されている状態で、ダウンロードした NVDA Dot Pad  ドライバーインストールファイルを実行します。
4. 「NVDA アドオンをインストールしますか？」という通知ポップアップが表示されたら、[はい (Y)] を選択してアドオンをインストールします。
5. 「NVDAを再起動しますか？」という通知ポップアップが表示されたら、「はい (Y)」を選択し、NVDAを再起動してアドオンの変更を適用します。
6.  NVDAが再起動すると、NVDA Dot Pad ドライバーのインストールは正常に完了します。

2.2. [bookmark: _Toc224042334]Dot Pad をNVDAに接続する
Dot Pad  は BLE（Bluetooth Low Energy）を使用して NVDA にワイヤレス接続できます。
※ Dot Pad  を NVDA に接続する前に、NVDA Dot Pad  ドライバーがインストールされていることを確認してください。
ユーザーは、認識された Dot Pad  を自動的に接続するか、特定の Dot Pad  を手動で指定して接続できます。

2.2.1. [bookmark: _Toc224042335] 自動接続
NVDAが動作中、近くで動作中のDot Pad を検出し、接続信号が最も強いデバイスへの接続を自動的に試みます。
※ 他の点字ディスプレイが既に接続されている場合、Dot Pad の自動接続機能が動作しないことがあります。
1.    NVDAメニュー > 設定 > NVDA設定 > 点字 へ移動します。
2.    点字ディスプレイを自動接続に設定します。
3.    自動検索対象のディスプレイのチェックボックスで、Dot Pad  を選択します。
4.    OK ボタンを押すと、ホストデバイス（PC）の近くにあり、最も強い接続信号を持つ Dot Pad  が自動的に選択され接続されます。
※ NVDA Dot Pad  ドライバーがインストールされている場合、Dot Pad  は通常、自動検索対象ディスプレイのリストで事前に選択されています。

2.2.2. [bookmark: _Toc224042336] 手動接続
NVDAが既に別の点字ディスプレイに接続されている場合、または自動接続が失敗した場合、NVDA設定からDot Pad を手動で選択・接続できます。
1.  NVDAメニュー > 設定 > NVDA設定 > 点字 へ移動します。
2. 「変更」ボタンをクリックし、表示される点字ディスプレイ一覧からDot Pad を
選択します。
3.  Tabキーを押して、ポートリストから所有するDot Pad のBluetooth名を選択
します。
4.  OKボタンを押すと、一致するBluetooth名のDot Padへの接続が振動で確認され、 点字出力が開始されます。
5.  選択が完了したら、適用ボタンを押した後、OKボタンを押して接続を確定します。

2.3. [bookmark: _Toc224042337]NVDAの基本ショートカットと操作を学ぶ
Dot Pad をNVDAで使用する前に、NVDAの基本ショートカットと操作に慣れることが有益です。この知識により、NVDAとDot Pad の両方の機能を効果的に活用できます。必須のコマンドキーとよく使われるショートカットについては、NVDAユーザーガイドを参照してください。
- NVDAの実行
- NVDA基本コマンド

3. [bookmark: _Toc224042338]Dot Pad を用いたNVDA操作
NVDAはシステムフォーカスとナビゲーターオブジェクトの2種類のカーソルを使用します。Dot Pad は複数行表示領域と単一行表示領域を備え、NVDA Dot Pad ドライバーにより各カーソルをこれらの異なる表示領域で適切に活用できます。単行点字表示はシステムフォーカスに対応し、多行表示領域はナビゲーターオブジェクトに対応します。ユーザーは両方のカーソルを同時に効果的に管理でき、情報への容易なアクセスと効率的で革新的な情報取得体験を実現します。

[bookmark: _Toc224042339]3.1.　Dot Pad  によるシステムフォーカスの操作
NVDA のシステムフォーカスとは、Windows のデフォルトカーソルを指し、キーボードの矢印キーまたは Tab キーで移動できます。このフォーカス状態ではスペースキーやEnterキーによる操作が可能で、Tabキーでフォーカス可能な全ての画面要素を含みます。例えば、TabキーとShift + Tabキーでコントロール間を移動できます。Altキーでメニューバーに移動後、矢印キーでメニュー内を移動可能です。
NVDAはこのシステムフォーカスが移動した際の変更を読み上げます。NVDA Dot Pad ドライバーが適切にインストールされ実行中、システムフォーカスの内容はDot Pad の単一行ディスプレイに点字で同時に表示されます。
NVDAシステムフォーカスでの操作に役立つコマンドには以下があります：

表1 NVDAシステムフォーカス操作の有用なコマンド
	名称
	Desktop キー
	Laptop キー
	説明

	フォーカス報告
	NVDA+tab
	NVDA+tab
	フォーカスを持つ現在のコントロールを報告します。2回押すと情報をスペルアウトします。3回押すと文字説明を用いてスペルアウトします。

	Window タイトル
	NVDA+t
	NVDA+t
	現在アクティブなウィンドウのタイトルを
報告します。
2回押すと情報をスペルアウトします。
3回押すとクリップボードにコピーします。

	Windowを
読み上げる
	NVDA+b
	NVDA+b
	現在のウィンドウ全体を読み上げます
（ダイアログに有用）


	ステータスバーを読み上げる
	NVDA+end
	NVDA+shift+end
	NVDAがステータスバーを検出した場合に
報告します。
2回押すと情報をスペルアウトします。
3回押すとクリップボードにコピーします



3.2. [bookmark: _Toc224042340]ドットパッドによるシステムカーレットの操作
他のスクリーンリーダーと同様、NVDAは編集可能なテキスト領域や仮想カーソル
（ウェブブラウザ内のものを含む）内でシステムカーレットを使用します。システムカーソルは、編集可能なテキスト領域や仮想カーソル内を移動する手段です。ユーザーはこのナビゲーションで、文字単位、単語単位、行単位で移動できます。特に設定されていない限り、NVDAのシステムカーソルが移動すると、ドットパッドの単一行領域と複数行領域の両方の点字カーソルが同期して移動します。
システムキャレットを移動するコマンドは、標準のWindows矢印キー操作を利用します。システムキャレットとNVDAレビューカーソルで異なるテキスト領域を独立して操作するには、NVDA + 6を押して「システムキャレットに追従」をオフにします。この設定をオフにすると、矢印キーでシステムキャレットを移動してもレビューカーソルは移動せず、ドットパッドの複数行領域の点字カーソルも移動しません。
詳細は、公式 NVDA ユーザーガイドのセクション <12.1.12.2. システムカーソルに従う> を参照してください。
3.3. [bookmark: _Toc224042341]Dot Pad  によるナビゲーターオブジェクトの操作
通常、NVDA のようなスクリーンリーダーを使用する場合、操作はシステムフォーカスとシステムカーソルを使用して行われます。ただし、階層的な方法で画面をナビゲートする場合や、タッチ入力ディスプレイなどの特殊なケースでは、NVDAナビゲーターオブジェクトが使用されます。ナビゲーターオブジェクトを使用して画面をナビゲートする際、NVDAがこのオブジェクトから読み取ったコンテンツは、Dot Pad のマルチラインディスプレイに点字で表示されます。さらに、ナビゲーターオブジェクトに関連付けられたNVDAレビューカーソルも、Dot Pad のマルチラインディスプレイに表示されます。
ナビゲータオブジェクトとレビューカーソルに関する詳細情報（ショートカットを含む）については、NVDAユーザーガイドの以下のセクションを参照してください：
•    5.4 オブジェクトナビゲーション
•    5.5 テキストのレビュー
•    5.6 レビューモード
後述するデュアル点字ディスプレイ機能を活用するには、ナビゲーターオブジェクトとレビューカーソルの理解が不可欠です。これらの機能に習熟することが重要です。

3.4. [bookmark: _Toc224042342]Dot Pad のボタンキーを使用したNVDAの操作
ユーザーはDot Padのボタンキーを使用して、NVDAを直接制御し画面を操作できます。これには、他の点字ディスプレイでも利用可能な多くの機能に加え、複数行点字のスクロールやチャートデータの読み取りなど、Dot Pad 独自の機能も含まれます。Dot Pad のボタンキーで利用可能なコマンドは以下の通りです：

表2 Dot Pad ボタンキーの使用方法
	名称
	Dot Pad キー
	説明

	単一行点字で前の行へ
スクロール
	Left パン (三角形)
	Dot Padの20セル点字領域に表示された点字
テキストを後ろ方向へスクロールします。

	単一行点字で次の行へ
スクロール
	Right パン (三角形)
	Dot Padの20セル点字領域に表示された点字
テキストを前方向へスクロールします。

	複数行点字で前方に
スクロール
	F1 キー
	DOT PADの複数行点字領域で可能な範囲で
前方にスクロールします。
チャート領域では、前のチャートデータに移動します。

	複数行点字で後方に
スクロール
	F4 キー
	ドットパッドの複数行点字領域で後方にスクロールします。
チャート領域では、次のチャートデータに移動します。

	移動（戻る）
	F2 キー
	Windows エクスプローラーで前の位置に
移動します。
この操作は、Backspace キーまたは 
Alt + 左矢印キーを押すのと同じです。

	現在のナビゲーターオブジェクトをアクティブ化
	F3 キー
	現在フォーカスされているナビゲーターオブジェクトを実行します。
これは NVDA + Enter を押すのと似ています。システムフォーカスがナビゲーターオブジェクトと同期している場合、Enter キーを押すのと同じです。

	前の項目に移動
	Left パン + F1 キー
	システムフォーカスを現在の位置から前の項目に移動します。
これはPCでの上矢印キー、または標準点字ディスプレイでのスペース + ドット1キーを押すのと同様です。

	次の項目に移動
	Right パン + F4 キー
	システムフォーカスを現在の位置から次の項目に移動します。これはPCでの下矢印キー、
または標準点字ディスプレイでのスペース＋点4キーを押すことに相当します。

	現在のウィンドウの最初の項目に移動
	F1 + F2 キー
	システムフォーカスを現在のウィンドウの最初の項目に移動します。
テキストエディタなどシステムキャレットを使用するアプリケーションでは、カーソルを最先頭文字に移動します。

	現在のウィンドウの最後の項目に移動
	F3 + F4 キー
	現在のウィンドウの最後の項目に移動します。
システムキャレットを使用するテキストエディタなどのアプリケーションでは、
カーソルを最後の文字に移動します。




4. [bookmark: _Toc224042343]Dot Pad  のデュアル点字ディスプレイでの NVDA の使用
Dot Pad  を NVDA と併用する場合、2つの異なる画面内容を同時に点字で読み取ることが可能です。例えば、マルチライン領域にウェブページを表示しながら、シングルライン点字ディスプレイでテキストエディタの内容を読み取り、効率的に作業できます。あるいは、文書の異なるセクションを同時に点字で読み取ることも可能です。この機能は、NVDAのシステムフォーカスとナビゲーターオブジェクトが別々の画面領域。詳細な手順は以下の通りです：
1.    複数行点字領域で参照したいコンテンツにフォーカスを合わせます。
2.    NVDA + 7 を押して「ナビゲーターオブジェクトのシステムフォーカス追従」をオフにします。同時に NVDA + 6 を押して「システムカーソルを追跡」を無効化することも推奨されます。
3.    ナビゲーターオブジェクトは指定領域に固定され、システムフォーカスを追跡しなくなります。Dot Pad  の複数行領域では、ナビゲーターオブジェクトの内容のみが点字で表示されます。
4.    テキストエディタなどの作業領域では、主にシステムフォーカスを使用して操作
します。
5.    マルチライン領域でナビゲーターオブジェクトのフォーカスを使用してナビゲートするには、ナビゲーターオブジェクトのキーボードコマンドとレビューカーソルのキーボードコマンドを使用します。

NVDAとデュアル点字ディスプレイを使用する際に役立つ、ナビゲーターオブジェクトとレビューカーソルのコマンドは以下の通りです




[bookmark: _Toc224042344]4.1.　NVDAナビゲーターオブジェクトコマンド
表3 NVDAナビゲーターオブジェクトコマンド
	名称
	Desktop キー
	Laptop キー
	説明

	現在のオブジェクトを報告
	NVDA+
テンキー5
	NVDA+shift+o
	現在のナビゲーターオブ
ジェクトを報告します。2回押すと情報をスペルアウトし、3回押すとこのオブジェクトの名前と値をクリップボードにコピーします。

	親オブジェクトに移動
	NVDA+
テンキー8
	NVDA+shift+
上矢印
	現在のナビゲーターオブ
ジェクトを含むオブジェクトに移動します

	前のオブジェクトに
移動
	NVDA+
テンキー4
	NVDA+shift+
左矢印
	現在のナビゲーターオブ
ジェクトの前のオブジェクトに移動

	次のオブジェクトに
移動
	NVDA+
テンキー6
	NVDA+shift+
右矢印
	現在のナビゲーターオブ
ジェクトの後のオブジェクトに移動

	最初のオブジェクトに　移動
	NVDA+
テンキー2
	NVDA+shift+
下矢印
	現在のナビゲーターオブ
ジェクトが含む最初のオブジェクトに移動します。

	フォーカスオブ
ジェクトに移動
	NVDA+
テンキーマイナス
	NVDA+
バックスペース
	システムフォーカスが現在あるオブジェクトに移動し、
システムカーソルが表示されている場合は、その位置にレビューカーソルを配置します

	システムフォーカス
またはカーソルを現在のレビュー位置に移動
	NVDA+shift+
テンキーの
マイナスキー
	NVDA+shift+
backspace
	1回押す：システムフォーカスを現在のナビゲーターオブジェクトに移動。
2回押す：システムカーソルをレビューカーソル位置に移動

	現在のナビゲータオブジェクトを
アクティブ化
	NVDA+
テンキーEnter
	NVDA+enter
	現在のナビゲーターオブジェクトをアクティブ化（マウスクリックやシステムフォーカス時のスペースキー押下と同様）

	レビューカーソル位置を報告
	NVDA+Shift+
テンキーDelete
	NVDA+Shift+
delete
	レビューカーソル位置のテキスト/オブジェクトに関する情報を報告。たとえば、ドキュメント全体の進捗率、ページ端からの距離、画面上の正確な位置などが含まれます。2回押すと詳細情報が得られる場合があります。



4.2. [bookmark: _Toc224042345]NVDA レビューカーソルコマンド
表4 NVDA レビューカーソルコマンド
	名称
	Desktop キー
	Laptop キー
	説明

	レビューで先頭行に移動
	shift+numpad7
	NVDA+control+
Home
	レビューカーソルをテキストの先頭行に移動

	レビューで前行に移動
	numpad7
	NVDA+upArrow
	レビューカーソルをテキストの前行に移動


	レビュー中の現在の行を報告
	numpad8
	NVDA+shift+.
	レビューカーソルが位置するテキストの現在の行を読み上げます。2回押すと行をスペルアウトします。3回押すと文字の説明を用いて行を
スペルアウトします。

	レビュー中の次の行に移動
	numpad9
	NVDA+
downArrow
	レビューカーソルをテキストの次の行に移動します

	レビュー中の末尾行に移動
	shift+numpad9
	NVDA+control+
End
	レビューカーソルをテキスト末尾行に移動


	レビュー中の前の単語に移動
	numpad4
	NVDA+control+ leftArrow
	レビューカーソルをテキスト内の前の単語に移動

	レビュー中の現在の単語を報告
	numpad5
	NVDA+control+.
	レビューカーソルが位置するテキスト内の現在の単語を読み上げます。2回押すと単語をスペルアウトします。3回押すと文字の説明を用いて単語をスペルアウトします。

	レビュー中の次の単語に移動
	numpad6
	NVDA+control+
rightArrow
	レビューカーソルをテキスト内の次の単語に移動

	レビュー中の行の先頭に移動
	shift+numpad1
	NVDA+home
	レビューカーソルをテキスト内の現在の行の先頭に移動

	レビュー中の前の文字に移動
	numpad1
	NVDA+leftArrow
	テキスト内の現在の行でレビューカーソルを前の文字に移動

	レビュー中の現在の文字を報告
	numpad2
	NVDA+.
	レビューカーソルが位置するテキスト行の現在の文字を読み上げます。2回押すとその文字の説明または例を読み上げます。3回押すと文字の数値を10進数と16進数で読み上げます

	レビューで次の文字に移動
	numpad3
	NVDA+
rightArrow
	レビューカーソルをテキストの現在の行の次の文字に移動レビューで行末に移動

	レビューで行末に移動
	shift+numpad3
	NVDA+end
	レビューカーソルをテキストの現在の行の末尾に移動

	レビューで全て読み上げる
	numpadPlus
	NVDA+shift+a
	レビューカーソルの現在位置から読み上げ、読み上げながらカーソルを移動

	レビューカーソルで選択後コピー
	NVDA+f9
	NVDA+f9
	レビューカーソルの現在位置から選択後コピーを開始。テキスト範囲の終了位置を指定するまで実際の操作は実行されない

	選択後レビューカーソルへコピー
	NVDA+f10
	NVDA+f10
	初回押下時、開始マーカーとして設定済みの位置からレビューカーソルの現在位置まで（現在位置を含む）のテキストを選択。システムカーソルが到達可能な場合、選択テキスト位置へ移動。2度目の押下でテキストをWindowsクリップボードへコピー



5. [bookmark: _Toc224042346]Dot Pad  での Microsoft Ecel グラフの変換
NVDA と接続している場合、グラフを含むスプレッドシート文書や PowerPoint を使用しているとき、棒グラフとして確認しながらグラフの内容をテキストとして読み取ることができます。棒グラフは変換され、Dot Pad の複数行表示領域に表示されます。Microsoft文書内のグラフの種類にかかわらず、Dot Pad に表示される際には棒グラフに変換されます。詳細な手順は以下の通りです：
1.    グラフを含むMicrosoft EcelスプレッドシートまたはPowerPoint文書を開きます。
2.    CTRL + Alt + 5 を押してグラフ領域に移動します。
3.    矢印キーでフォーカスをグラフのタイトルに移動します。
4.    グラフデータが Dot Pad  のマルチライン表示に棒グラフとして表示されます。
5.    グラフデータが一度に表示できないほど膨大な場合、Dot Pad  のボタンキーを使用してマルチラインテキストをスクロールするのと同じ方法で、グラフデータをスクロールできます。
[bookmark: _Toc224042347]6.　NVDAにおけるDot Pad の設定ガイドライン
[bookmark: _Toc224042348]6.1.　NVDAにおけるDot Pad の設定調整
[bookmark: _Toc224042349]6.1.1.　点字テザリング（デフォルト：自動）
点字テザリングは、NVDAが画面にコンテンツを出力する際に、どのカーソルの内容を点字で表示するかを決定する設定です。デフォルトでは自動テザリングに設定されています。自動に設定されている場合、ナビゲーターオブジェクト/レビューカーソルとシステムフォーカスの両方の内容が変更されるたびに点字で出力されます。ユーザーは、点字出力をシステムフォーカスまたはレビューカーソルの内容のいずれかに追従させるように設定できます。
Dot Pad を使用する場合、点字テザリングをシステムフォーカスに設定することをお勧めします。この設定により、システムフォーカスは単行点字ディスプレイに、ナビゲーターオブジェクトとレビューカーソルの内容は多行ディスプレイに自然に分離され、混乱を防ぎます。点字テザリングを切り替えるショートカットキーは NVDA + CTRL + T です。
6.2.    Dot Pad  ボタンキーの設定
ユーザーは Dot Pad のボタンキーをカスタマイズし、さまざまな NVDA コマンドを実行させることができます。設定手順は標準キーボードコマンドの設定と同様です。詳細な手順は以下の通りです：
1.    NVDAメニュー > [設定] > [入力ジェスチャー] を選択します。
2.    機能カテゴリから目的の機能を探します。
3.    Tabキーを押して「追加」ボタンを選択します。
4.    この機能に関連付けたいDot Padのボタンキーを押します。例：このモードでF1キーを押すと、既存の機能がマルチライン点字のスクロールバックに置き換わります。
5.    設定を「すべてのキーボードレイアウトに適用」「デスクトップレイアウトのみ」「ノートパソコンキーボードレイアウトのみ」のいずれに適用するか確認するダイアログボックスが開きます。
6.    矢印キーで目的のキーボードレイアウトにフォーカスを移動し、Enterキーを押して選択します。
7.    これでキーボードコマンドが登録されました。
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